




休日当番医へ

救急車を待っている間

準備しましょう

保険証、母子手帳、お薬手帳、タオル、おむつ

玄関のカギを開けておきましょう

家族がいれば、救急車が来た時の誘導をお願いしましょう

家を出る前に、火元を確認！

1. まずは１１９にダイアルを！

２. 「火事ですか？救急ですか？」と聞かれる→「救急車をお願いします」

３. 次のことが聞かれます。

　 お子さんの年齢、名前、住所、電話番号、住所の目標となる建物

４. お子さんの症状を伝えましょう。

救急車を呼ぶ時は



のどが

つまった
とき

（窒息
したとき

）

すぐに救急車を呼びましょう
呼びかけに反応が

ない場合（次ページ）

苦しがっている場合

後ろから背中の真ん中を

手のひらで力強く何度もたたく

ひざの上でうつぶせにして、

背中の真ん中を数回たたく

大人やこども大人やこども 赤ちゃん赤ちゃん

後ろから手を回し、みぞおちより下で、

両手でこぶしを握って、手前上方につ

きあげる

救急車
を呼ぶ



大人やこども大人やこども 赤ちゃん赤ちゃん

呼びか
けに

反応し
ないと

き

救急車を呼ぶ

すぐに救急車を呼びましょう

ふだん通りの息を

していないとき

胸の真ん中を

片手または両手で押しましょう

胸の真ん中を

二本指で押しましょう

1分間に100～120回程度の速さで

救急隊がくるまで押し続けましょう。







経口補水液を

少しずつ
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行く

生後６ヶ月未満

はじめてのけいれん

24時間以内に、２回以上けいれんが起こった

けいれんが左右対称ではない

体温が38℃以下でけいれんを起こした

呼ぶ

救急車を呼びましょう。

けいれんが５分以上つづく

けいれんの後、意識がはっきりしない状態がつづく

（目があわない、お父さん、お母さんがわからないなど）

※救急車の呼び方は、1ページを参照
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アナフィラキシーについて

アナフィラキシーってなんですか？

どんな原因で起こりますか？

食べ物、虫刺されなどが原因となります。

アナフィラキシーが起こったときは救急車を呼ぶべきですか？

意識がはっきりせず、呼吸がつらそうであったり吐き続ける場合は、

救急車を利用しましょう。

アナフィラキシー
の

症状

皮  膚

ぶつぶつが出る

唇やまぶたがはれる

消 化 器

口やのどのかゆみ

違和感

腹痛

吐く

呼 吸 器

鼻水　くしゃみ

せき　ぜーぜー

犬がほえるようなせき

息がしにくい

全  身

顔色が悪い

ぐったりしている

意識がもうろうと

　　　　　している

下の表のうち、2種類以上の症状がある状態をさします。
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がまんできる痛み



15



16

５分～10分間ほどで鼻血が止まったとき

座らせて前かがみの姿勢をとります。

鼻のやわらかいところを指でつまみます。

しっかり指を離さずに5～10分間は圧迫を続けます。

丸めたティッシュをつめて圧迫しても良いでしょう。

１０分間圧迫しても鼻血がとまらないとき

からだに紫色のブツブツ（紫斑）が出ているとき
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翌朝9時

翌朝9時

こども急患センターでは小児科医が診療を行っていますが、何かあったら相談できる「かかりつ

け医」を持ち、日頃からお子様の状態をよく観察し、できるだけ昼間の診療時間にかかりつけ医

を受診することが大切です。こども急患センターを受診した後、翌日以降に必ず通常の診療時

間内にかかりつけ医などを受診して下さい。

こども急患センターでは原則として1日分の処方となります。

（福井市健康管理センター東隣2階）

福井市
健康管理センター



翌朝9時

翌朝9時

国立病院機構敦賀医療センター

市立敦賀病院

市立敦賀病院

市立敦賀病院（第2・第4）

市立敦賀病院

市立敦賀病院

国立病院機構敦賀医療センター

国立病院機構敦賀医療センター

国立病院機構敦賀医療センター（第1・第3・第5）

国立病院機構敦賀医療センター

［12月から3月］

9：00～12：00、13：00～15：00

［4月から11月］

9：00～12：00（午後診療なし）

17：15～22：15
小児科医師が対応します。

22：15～8：30
当直医師が対応し、必要時
は小児科医師を呼び出し
ます。

市立敦賀病院

所在地：敦賀市三島町1-6-60

電　話：0770-22-3611

国立病院機構敦賀医療センター

所在地：敦賀市桜ヶ丘町33-1

電　話：0770-25-1600

終日、当直医師が診察し、
必要時は小児科医師を呼
び出します。

・

＊先ず、当直医が診察を行い、その後必要に応じて小児科医が病院から呼出を受けて診察をします。

また、臨床研修病院では、最初に研修医が対応する場合もあります。

祝日には、振替休日および年末年始（12/29～1/3）を含みます。


